
　
　
　
『
映
画
之
友
』　
復
刻
版　
解
説

 　　
一　
　
経
緯

ま
ず
、雑
誌
名
の「
映
画
之
友
」に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

第
Ⅰ
期
の「
映
画
の
友
」は
一
九
三
一
年（
昭
和
六
）に
発
行
さ
れ
、外
国
映
画
を

中
心
に
編
集
さ
れ
て
い
た
。こ
こ
で
取
り
上
げ
る「
映
画
之
友
」は
第
Ⅱ
期
に
あ
た

り
、日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
向
か
う
間
戦
期
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、詳
し

く
は
後
述
す
る
が
、最
終
的
に
は
戦
局
の
悪
化
に
と
も
な
い
一
九
四
三
年（
昭
一
八
）

十
二
月
に
終
刊
と
な
っ
て
い
る
。第
Ⅲ
期
は
一
九
四
六
年（
戦
後
）に
復
刊
し
た「
映

画
の
友
」（
一
九
五
一
年
誌
名
改
名
）で
一
九
六
八
年
に
発
行
元（
映
画
の
友
社
）が

倒
産
す
る
ま
で
二
十
年
以
上
も
継
続
し
、最
盛
期
に
は
二
十
万
部
も
の
発
行
部
数

を
誇
っ
た
。一
般
に
は
Ⅲ
期
の「
映
画
の
友
」の
知
名
度
が
高
い
。後
に
テ
レ
ビ
の

映
画
解
説
者
と
し
て
、無
類
の
個
性
を
発
揮
す
る
映
画
評
論
家
淀
川
長
治
は
、同
誌

の
編
集
長
に
止
ま
ら
ず
、読
者
の
交
流
会
を
組
織（「
友
の
会
」）、映
画
フ
ァ
ン
の
す

そ
野
を
広
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、本
誌
の
編
集
に
一
貫
し
て
関
わ
っ
た
人
物
は
、大
黒
東
洋
士（
お
お
ぐ
ろ・

と
よ
し　
一
九
〇
二-

九
二
）で
あ
る
。高
知
県
出
身
、松
竹
蒲
田
撮
影
所
の
シ
ナ

リ
オ
研
究
所
で
学
ん
だ
後
に
、編
雑
誌
集
者
に
転
じ
、戦
後
は
引
き
続
き
映
画
評
論

家
と
し
て
活
動
を
続
け
て
、一
九
八
九
年
ま
で「
キ
ネ
マ
旬
報
」の
ベ
ス
ト・テ
ン

選
考
委
員
を
務
め
て
い
る
。ま
た
、写
真
部
の
早
田
雄
二
は
戦
後
、内
外
の
映
画
ス

佐
伯 

知
紀
（
映
画
史
家・Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
映
像
産
業
振
興
機
構
顧
問
）

タ
ー
を
撮
影
し
た
ス
タ
ジ
オ・ポ
ー
ト
レ
ー
ト
で
広
く
知
ら
れ
た
写
真
家
で
あ
る
。

さ
て
、主
題
と
な
る
第
Ⅱ
期「
映
画
之
友
」は
、一
九
四
一
年（
昭
和
一
六
年
）一

月「
創
刊
新
年
号
」か
ら
始
ま
る
。前
年
末
に
既
存
の
五
つ
の
映
画
フ
ァ
ン（
愛
好

者
）系
の
雑
誌
、「
映
画
之
友
」「
映
画
フ
ァ
ン
」「
キ
ネ
マ
」「
新
映
画
」「
ス
タ
ア
」が
、

新
た
に「
映
画
之
友
」「
新
映
画
」の
二
誌
に
整
理
統
合
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
ず
は
、そ
の「
創
刊
に
あ
た
っ
て
」の
文
言
を
聞
い
て
み
よ
う
。

「
か
く
て
新
生「
映
画
之
友
」は
、一
般
向
き
の
映
画
紹
介
鑑
賞
誌
、皆
さ
ん
の
た

め
の
映
画
雑
誌
と
し
て
、非
常
に
広
い
読
者
層
に
呼
び
か
け
る
べ
く
創
刊
さ
れ
た

の
で
す
。そ
し
て
映
画
の
た
め
の
映
画
雑
誌
と
し
て
、そ
の
機
能
を
十
二
分
に
発

揮
す
べ
く
、万
全
を
期
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

も
っ
と
も
重
要
な
る
文
化
財
と
し
て
の
映
画
の
、正
し
き
道
へ
の
指
導
、広
大
な

る
発
展
へ
の
推
進
に
向
か
っ
て
、本
誌
は
全
力
を
つ
く
し
て
行
き
ま
す
。

健
全
な
る
娯
楽
性
の
中
に
映
画
鑑
賞
へ
の
正
鵠
な
る
指
導
性
を
持
た
せ
る
こ
と
、

本
誌
は
世
界
に
も
例
を
み
な
い
本
当
に
万
人
に
裨
益
し
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
な
映
画

雑
誌
と
し
て
、映
画
紹
介
鑑
賞
誌
本
来
の
使
命
を
完
う
す
べ
く
、真
摯
敢
闘
し
て
行

く
覚
悟
で
お
り
ま
す
」

（
現
代
か
な
遣
い
に
変
更
、漢
字
も
。以
下
同
様
）

か
な
り
調
べ
の
高
い
文
章
で
は
あ
る
が
、時
代
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、昭
和
の
こ
の
頃
、日
本
は
す
で
に
日
中
戦
争（
支
那
事
変
）の
さ

な
か
、臨
戦
体
制
下
に
あ
っ
た
。前
年
一
九
四
〇
年
に
は
、出
版
界
じ
た
い
も
諸
団

体
の
解
散
、日
本
出
版
文
化
協
会
設
立
と
い
う
大
き
な
変
動
、再
編
に
さ
ら
さ
れ
て

お
り
、映
画
だ
け
で
は
な
く
他
の
諸
雑
誌
も
、日
本
雑
誌
協
会
を
組
織
し
時
代
の
要

請
に
応
じ
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。



二　
時
代
背
景

今
さ
ら
な
が
ら
と
い
う
気
も
す
る
の
だ
が
、改
め
て
昭
和
の
前
期
を
俯
瞰
し
て
お
こ
う
。

人
々
は
今
日
の「
戦
後
八
十
年
」と
は
異
な
る
世
界
観
、価
値
観
、地
図
の
な
か
で
暮
ら
し

て
し
て
い
た
。

大
状
況
は
以
下
で
あ
る
。

関
東
軍(

中
国
の
関
東
州
に
駐
留
す
る
陸
軍
部
隊)

の
策
動
に
よ
る
満
州
事
変

（
一
九
三
一
年/

昭
六
）に
始
ま
り
、翌
年「
満
州
国
」（
中
国
東
北
部
）の
誕
生
へ
と
、軋
む

一
方
の
日
中
関
係
や
不
安
定
化
す
る
国
際
秩
序
の
さ
な
か
に
起
き
た
、盧
溝
橋
で
の
偶
発

的
な
日
中
軍
の
衝
突（
一
九
三
七
年
七
月
七
日
）に
よ
り
、宣
戦
布
告
も
な
い
ま
ま
に
、日

中
戦
争
が
始
ま
っ
た
。そ
し
て
こ
の
闘
い
が
長
期
化
す
る
な
か
で
、日
本
は
一
九
四
一
年

（
昭
一
六
）十
二
月
八
日
に
英
米
を
交
戦
国
と
す
る
太
平
洋
戦
争（
大
東
亜
戦
争
）へ
と
な

だ
れ
こ
ん
で
い
く
。

こ
の
間
に
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻

（
一
九
三
九・九
）、第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
て
お
り
、世
界
の
均
衡
は
大
き
く
揺
ら

い
で
い
た
。日
本
は
そ
の
ド
イ
ツ
に
イ
タ
リ
ア
を
加
え
た
日
独
伊
3
国
同
盟
に
調
印

（
一
九
四
〇
）、枢
軸
国
を
形
成
し
、英
米
を
中
心
と
す
る
連
合
国
と
厳
し
く
対
峙
し
て
い

く
。こ
の
情
勢
の
変
化
は
当
然
の
よ
う
に
、国
内
の
政
治
、経
済
、文
化
に
緊
張
を
も
た
ら

し
、基
本
国
策
要
綱
決
定（
大
東
亜
新
秩
序
形
成
）、大
政
翼
賛
会
発
会
、大
日
本
産
業
報

国
会
設
立（
一
九
四
〇
）な
ど
新
た
な
制
度
や
団
体
、機
関
が
う
ま
れ
て
い
く
。既
存
の
枠

組
み（
政
党
政
治
等
）を
解
体
し
新
体
制
を
望
む
声
が
巷
に
満
ち
て
い
た
。　

映
画
分
野
で
も
大
き
な
変
革
が
あ
っ
た
。わ
が
国
最
初
の
文
化
立
法
で
あ
る「
映
画
法
」

の
制
定（
一
九
三
九
）が
そ
れ
で
あ
る
。こ
の
映
画
法
は
統
制
法
で
は
あ
る
も
の
の
、他
面

で
は
新
し
い
映
画
秩
序
を
形
成
す
る
根
拠
法
で
あ
り
、分
野
全
体
を
支
援
、保
護
す
る
も

の
で
も
あ
っ
た
。国
家
の
管
理
下
に
置
く
と
い
う
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
に
な
る
だ
ろ

う
が
、そ
こ
だ
け
を
強
調
す
る
と
た
ぶ
ん
実
態
か
ら
は
遠
ざ
か
る
。こ
の
法
律
に
よ
っ
て

映
画
の
も
つ
社
会
的
な
有
用
性
が
公
的
に
認
め
ら
れ
た
事
実
は
重
要
で
、関
連
す
る
制
度

の
変
更
や
設
計
、整
備
が
な
さ
れ
て
い
く
。見
世
物
に
近
い
扱
い
を
受
け
て
い
た「
活
動

写
真
界
隈
」の
往
時
を
知
る
当
時
の
多
く
の
映
画
人
に
と
っ
て
、格
別
の
思
い
や
感
慨
が

あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。基
幹
産
業
と
い
え
ば
大
袈
裟
か
も
し
れ
な
い
が
、今
風
に
い
え

ば
、有
力
、有
望
な
映
像
コ
ン
テ
ツ
分
野
と
し
て
認
知
さ
れ
、期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
も
っ
と
も
重
要
な
る
文
化
財
と
し
て
の
映
画
の
、正
し
き
道
へ
の
指
導
、広
大
な
る
発

展
へ
の
推
進
に
向
か
っ
て
、本
誌
は
全
力
を
つ
く
し
て
行
き
ま
す
。」「
健
全
な
る
娯
楽
性

の
中
に
映
画
鑑
賞
へ
の
正
鵠
な
る
指
導
性
を
持
た
せ
る
」「
万
人
に
裨
益
し
歓
迎
さ
れ
る

よ
う
な
映
画
雑
誌
と
し
て
…
真
摯
敢
闘
し
て
行
く
覚
悟
で
お
り
ま
す
」

と
の
意
気
込
ん
だ
文
章
に
は
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
。一
九
四
六
年
一
月
に
は
内

閣
情
部
が「
情
報
局
」と
し
て
独
立
し
帝
国
劇
場
内
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
た（
映
画
行
政
を

一
元
化
。担
当
は
第
五
部
第
二
課
）。良
心
派
の
監
督
と
し
て
知
ら
れ
る
田
坂
具
隆
や
著

名
な
映
画
評
論
家
の
飯
島
正
が
嘱
託
と
し
て
務
め
始
め
る
の
も
同
様
の
背
景
で
あ
る
。

三　
編
集
の
方
向
性

さ
て
、こ
こ
か
ら
は
、「
映
画
之
友
」の
内
容
を
み
て
い
こ
う
。（
一
九
四
六
年
、昭
一
六
）

一
月
創
刊
号
か
ら
一
九
四
二
年（
昭
一
七
）二
月
号
ま
で
が
対
象
で
あ
る
）

　
第
一
の
特
徴
は「
映
画
」と
い
う
分
野
の
広
さ
、そ
の
社
会
的
文
化
的
な
価
値
を
啓



発
、啓
蒙
す
る
姿
勢
が
顕
著
な
こ
と
で
あ
る
。

映
画
の
つ
く
ら
れ
方
、鑑
賞
法
、各
撮
影
所
の
初
心
者
向
け
の
紹
介
は
も
ち
ろ
ん
、丁

寧
な
取
材
に
よ
る
作
品
紹
介
、話
題
作
の
深
ぼ
り
、解
説
批
評
、ま
た
、有
名
監
督（
溝
口

健
二
、島
津
保
次
郎
、吉
村
公
三
郎
等
）の
作
家
論
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
、愛
好
家
向
き

の
濃
い
内
容
の
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
に
加
え
て
大
ス
タ
ー
の
対
談（
長
谷
川

一
夫・田
中
絹
代/

入
江
た
か
子・轟
夕
起
子
等
）も
あ
り
、一
般
の
フ
ァ
ン
へ
の
配
慮
も
見

て
と
れ
る
。総
合
的
、全
方
位
的
な
編
集
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、表
紙
を
飾
る
の
は
以
下
の
女
優
た
ち
―
―
当
時
の
人
気
ス
タ
ー
の
ヴ
ィ
ジ
ュ

ア
ル
が
目
を
引
き
つ
け
る
。（
括
弧
内
は
そ
の
時
点
の
年
齢
と
服
装
）

創
刊
一
月
号
は
李
香
蘭（
二
十
一　
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
）　
二
月　
田
中
絹
代（
三
十
二　

和
装
）三
月　
高
峰
三
枝
子（
二
十
三　
和
装
）　
四
月　
山
田
五
十
鈴（
二
十
四　
和
装
）

五
月　
原
節
子（
二
十
一　
和
装
）　
六
月　
桑
野
通
子（
二
十
六　
セ
ー
タ
ー
）

七
月　
高
峰
秀
子（
十
七　
和
装
）　
八
月　
三
浦
光
子（
二
十
四　
洋
装
）　

八
月　
高
山
廣
子（
二
十
二　
和
装
）　
十
月　
水
戸
光
子（
二
十
二　
和
装
）　

十
一
月　
轟
夕
起
子（
二
十
四　
和
装
）十
二
月　
小
暮
実
千
代（
二
十
三　
和
装
）

一
九
四
二
年　
一
月　
原
節
子（
二
十
二　
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
）二
月　
高
峰
三
枝
子

（
二
十
四　
割
烹
着
）

旬
の
女
優
た
ち
が
並
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

松
竹
か
ら
五
人
、東
宝
三
人
、日
活
一
人
、新
興
キ
ネ
マ
一
人
、満
映
一
人
で
あ
る
。多

く
は
戦
後
も
長
く
活
躍
を
続
け
る
主
役
級
の
俳
優
な
の
で（
桑
野
通
子
は
早
世
）、あ
る
年

齢
以
上
の
読
者
に
は
そ
の
容
姿
は
目
に
浮
か
ぶ
は
ず
で
あ
る
。特
徴
と
し
て
は
、和
装
が

圧
倒
的
に
多
く
、洋
装
と
い
え
る
の
は
桑
野
通
子
と
三
浦
光
子
だ
け
で
あ
る
。桑
野
の
場

合
は
地
味
な
セ
ー
タ
ー
姿
で
、全
体
的
に
華
美
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
の

が
よ
く
分
か
る
。「
贅
沢
は
敵
だ
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
街
頭
に
掲
げ
ら
れ
る
世
相
の
反
映

で
も
あ
る
。な
か
で
も
、創
刊
号
の
李
香
蘭
の
起
用
は
象
徴
的
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。公

開
間
近
の「
熱
砂
の
誓
ひ
」（
四
〇
年
一
二
月
）の
衣
装
で
微
笑
ん
で
お
り
、「
日
満
親
善
」

の
シ
ン
ボ
ル
役
を
見
事
に
果
た
し
て
い
る
。と
は
い
え
、実
の
と
こ
ろ
、彼
女
は
中
国
生

ま
れ
の
日
本
人
だ
と
い
う
こ
と
は
こ
の
時
に
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。十
二
月
八
日
の

開
戦（
太
平
洋
戦
争
）後
に
発
行
さ
れ
た
一
九
四
二
年
二
月
号
の
高
峰
三
枝
子
は
割
烹
着

で
、口
も
と
を
引
き
締
め
た
凛
々
し
い
姿
を
見
せ
て
い
る
。襷
を
か
け
れ
ば
国
防
婦
人
会

で
あ
る
。女
優
の
衣
装
表
情
に
も
時
代
色
が
濃
厚
で
、こ
れ
じ
た
い
が
雄
弁
な
史
料
と
も

い
え
る
だ
ろ
う（
彼
女
た
ち
の
出
演
作
品
の
世
界
観
で
も
あ
る
の
だ
が
）。

第
二
の
特
徴
は
要
人
の
訪
問
記
事
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。官
僚
、政
治
家
、軍
人
、

国
策
関
連
の「
時
の
人
」、有
名
人
が
続
々
と
登
場
し
て
お
り
、こ
の
時
代
の「
映
画
」の
立

ち
位
置
を
示
し
て
い
る
。

創
刊
号
は
伊
藤
述
史
内
閣
情
報
部
長
の「
映
画
を
よ
り
以
上
重
要
視
せ
よ
」、情
報
局
に

昇
格
し
帝
劇
に
移
転
す
る
寸
前
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事
に
な
っ
て
い
る
。以
下
、大
政
翼

賛
会
総
務（
永
井
柳
太
郎　
政
治
家
）　
松
岡
洋
右
外
務
大
臣　
大
政
翼
賛
会
国
民
指
導

部
長（
喜
多
壮
一
郎　
政
治
家
）　
大
政
翼
賛
会
事
務
総
長（
有
馬
頼
寧　
伯
爵・政
治
家
）

中
野
正
剛（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、政
治
家
）土
肥
原
賢
二
陸
軍
大
将（
陸
軍
航
空
総
監
）　
馬

淵
逸
雄
陸
軍
大
佐（
大
本
営
報
道
部
長
）南
次
郎
陸
軍
大
将（
朝
鮮
総
督
）本
庄
繁
陸
軍
大

将（
軍
事
保
護
院
総
裁・男
爵
）平
出
英
夫
海
軍
大
佐（
軍
務
局
第
四
課
長
）と
続
く
。

国
際
連
盟
脱
退
、日
独
伊
三
国
同
盟
な
ど
で
知
ら
れ
る
松
岡
洋
右（「
映
画
は
国
運
を
左

右
す
る
」）や
、中
国
で
謀
略
戦
を
主
導
し
た
土
肥
原
賢
二（「
戦
陣
訓
映
画
を
待
望
す
」）な

ど
は
近
代
史
上
の
人
物（
ど
ち
ら
も
東
京
裁
判
の
被
告
）で
あ
り
、彼
ら
が
映
画
に
つ
い
て



多
少
な
り
と
も
発
言
し
て
い
る
こ
と
じ
た
い
が
興
味
深
い
。

さ
て
、こ
こ
か
ら
は
、よ
り
映
画
、映
画
界
に
即
し
た
観
点
で
記
し
て
お
く
。

当
時
の
映
画
業
界
の
規
模
は
、映
画
館
数
二
千
三
百
六
十
六
館
、入
場
者
数

四
億
四
千
二
十
七
万
万
四
千
六
百
七
十
一
人
で
あ
る（
一
九
四
〇
年
度
、六
月
号
掲
載
記

事
）。こ
れ
を
戦
後
の
数
値
に
お
い
て
み
る
と
、映
画
館
数
は
一
九
八
〇
年
、入
場
者
数
は

一
九
六
四
年
の
値
に
近
い
。日
本
映
画
製
作
者
連
盟
の
発
表
に
よ
れ
ば
、二
〇
二
四
年
の

入
場
者
数
は
一
億
四
千
四
百
万
人
だ
か
ら
、今
よ
り
も
大
き
な
市
場
規
模
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
だ
ろ
う
。総
収
入
は
約
二
億
円（
映
画
館
の
料
金
が
五
〇
銭
程
度
）な
の
で
、産
業

と
し
て
は
る
か
に
大
き
な
規
模
だ
っ
た
。

そ
し
て
、映
画
法
の
制
定
以
降
、映
画
界
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変
し
て
い
た
の
で
あ

る
。文
部
省
内
に
映
画
課（
社
会
教
育
局
）が
設
け
ら
れ（
一
九
三
九・一
一
）、外
国
映
画

の
配
給
制
限（
同・一
二
）、文
化
映
画
の
指
定
上
映（
一
九
四
〇・一
）、同
法
に
基
づ
く
技

能
審
査
委
員
会（
登
録
制
度
実
施
の
た
め
）（
同
）、文
部
省
推
薦
映
画
決
定（
同・二
）大
日

本
映
画
事
業
連
合
会
設
立（
同
）、文
部
大
臣
賞
授
与（
同・三
）、生
フ
ィ
ル
ム
の
配
給
統
制

（
同・一
一
）、劇
映
画
の
製
作・興
行
時
間
制
限（
一
九
四
一・一
）、こ
れ
に
先
に
記
し
た
情

報
局
へ
の
映
画
行
政
へ
の
一
元
化
も
加
わ
る
な
ど
、矢
継
ぎ
早
に
、目
ま
ぐ
る
し
い
変
化

が
続
い
て
い
た
。新
体
制
に
向
け
て
業
界
の
イ
ン
フ
ラ
が
大
変
動
、そ
の
再
構
築
を
迫
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
映
画
之
友
」は
こ
の
状
況
を
フ
ォ
ー
ロ
ー
す
る
た
め
、「
映
画
界
非
常
時
事
典
」、「
映

画
時
事
早
わ
か
り
」（
小
林
猶
佶/

都
新
聞
記
者
）を
掲
載
し
て
い
る
。と
く
に
後
者
は
こ

れ
ら
の
動
き
を
分
か
り
や
す
い
問
答
形
式
で
連
載
、解
説
し
た
も
の
で
、今
日
の
研
究
者

に
と
っ
て
も
興
味
深
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
臨
戦
、戦
時
体
制
下
の
映
画
、

映
画
界
の
状
況
を
細
か
く
ウ
ォ
ッ
チ
し
て
い
る
点
が
、結
果
的
に
で
は
あ
る
が
、本
誌
の

第
三
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。事
態
の
急
変
に
右
往
左
往
す
る
関
係
者（
会
社
幹
部
や

製
作
者
）の
姿
が
リ
ア
ル
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
だ
。

戦
後
に
な
る
と
、こ
の
変
動
期
を
体
験
し
た
先
人
た
ち
の
多
く
は
、こ
れ
ら
を
国
家
に

強
制
さ
れ
た
疎
ま
し
い「
記
憶
」と
し
て
、触
れ
た
く
な
い
、触
れ
ら
れ
た
く
な
い「
過
去
」

と
し
て
遠
ざ
け
る
傾
向
が
あ
り
、否
定
的
な
感
情
も
あ
っ
て
か
、発
言
や
証
言
等
も
少
な

く
、非
常
時
と
い
う
新
し
い
現
実
を
前
に
活
況
を
呈
し
て
い
た
わ
り
に
は
、イ
メ
ー
ジ
が

希
薄
な
の
で
あ
る
。

　
四「
大
日
本
映
画
製
作
株
式
会
社
」の
誕
生

事
例
と
し
て
、こ
の
業
界
再
編
、再
構
築
の
最
大
の
産
物
で
あ
る「
大
日
本
映
画
製
作

会
社
」（
一
九
四
二
）の
設
立
を
追
っ
て
み
る
。こ
の
系
統
が「
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
」と
し

て
、今
日
も
大
手
映
画
会
社
の
一
角
を
占
め
て
い
る
事
実
を
思
う
と
、戦
時
体
制
下
の
再

編
劇
の
重
要
性
が
分
か
る
は
ず
だ
。

さ
て
、一
九
四
一
年
八
月
十
六
、十
八
日
に
か
け
て
情
報
局（
川
面
隆
三
第
五
部
長
）は

既
存
の
邦
画
各
社
、日
活・松
竹・東
宝・新
興
キ
ネ
マ・大
都
五
社
の
首
脳
を
集
め
、今
後

供
給
す
べ
き
生
フ
ィ
ル
ム
の
欠
乏
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、こ
れ
に
対
す
る
業
界
と
し
て
の

対
応
策
の
検
討
を
要
請
し
た
。現
状
を
改
革
せ
よ
と
の
趣
旨
で
あ
る
。二
十
一
日
、大
日

本
映
画
事
業
連
合
会（
以
下
、連
合
会
）で
急
遽
、改
革
案
を
協
議
す
る
も
、喧
々
囂
々
、議

論
百
出
で
成
案
に
は
至
ら
な
い
。そ
の
な
か
で
、永
田
雅
一（
新
興
キ
ネ
マ
）が
提
案
し
た

「
映
画
統
制
会
」設
置
案（
重
要
産
業
に
は「
統
制
会
」設
け
ら
れ
て
お
り
、そ
れ
に
準
じ
た
）



が
と
も
か
く
も
合
意
に
達
し
た
。二
十
三
日
、こ
の
設
置
要
請
案
を
情
報
局
に
提
出
し
た

と
こ
ろ
か
ら
、再
編
劇
が
本
格
的
に
始
ま
る
。二
十
五
日
に
情
報
局
か
ら
は
別
の
改
革
案

が
提
示
さ
れ
た
。既
存
五
社
を
整
理
し
二
社
に
統
合
、月
に
一
社
二
本
、計
四
本
の
劇
映

画
を
製
作
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。多
少
の
縮
小
は
覚
悟
し
て
い
た
に
せ
よ
、あ
ま
り

の
想
定
外
の
事
態
に
各
社
は
頭
を
抱
え
た
。な
か
で
も
大
手
の
日
活
、松
竹
、東
宝
は
そ
れ

ぞ
れ
が
培
っ
た
基
盤
で
独
自
の
商
圏
を
も
っ
て
お
り
、そ
れ
を
解
体
、統
合
し
二
つ
に
割

ろ
う
と
い
う
乱
暴
な
案
な
の
で
あ
る
。想
像
し
た
こ
と
も
な
い
事
態
だ
っ
た
。二
十
八
日

に
連
合
会
で
再
び
長
い
協
議
が
始
ま
る
。そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
浮
上
し
て
き
た
の
が
三
社
案

で
あ
る
。各
社
の
健
全
な
競
争
関
係
の
維
持
、国
民
娯
楽
の
提
供
、作
品
の
バ
ラ
エ
テ
ィ

等
を
考
え
れ
ば
、三
社
月
六
本
体
制
が
望
ま
し
い
と
。こ
の
対
案
作
成
を
リ
ー
ド
し
た
の

が
永
田
で
あ
る
。こ
れ
を
も
と
に
情
報
局
と
協
議
を
重
ね
、九
月
十
九
日
に
官
民
と
も
に

合
意
に
達
し
た
。製
作
は
三
社
、月
六
本
、配
給
は
公
益
法
人
一
社
。会
社
統
合
は
、松
竹

（
興
亜
合
併
）、東
宝（
南
旺
、東
京
発
声
合
併
）、日
活・新
興
キ
ネ
マ・大
都
の
合
体
会
社

と
い
う
体
制
で
あ
る
。こ
の
合
体
会
社
が「
大
日
本
映
画
製
作
株
式
会
社
」、略
し
て「
大

映
」（
正
式
呼
称「
大
映
」は
戦
後
か
ら
）と
な
る
の
が
、太
平
洋
戦
争
開
戦
ま
も
な
く
の
同

年
十
二
月
二
十
八
日
。非
常
時
な
ら
で
は
の
、実
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
再
編
劇
だ
っ
た
。

こ
う
し
て「
本
会
社
ハ
国
家
目
的
達
成
ノ
為
、映
画
ニ
課
セ
ラ
レ
タ
ル
任
務
ヲ
遂
行
ス

ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
シ
テ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
」を
定
款
に
記
す
国
策
会
社
が
誕
生
し
た
。

当
局
か
ら
の
要
請（
強
制
？
）と
い
う
大
状
況
を
前
に
し
た
、各
社
の
思
惑
、動
向
に
関

す
る「
映
画
之
友
」の
レ
ポ
ー
ト
を
読
む
と
、映
画
史
の
細
部
が
立
ち
上
が
り
、登
場
人
物

た
ち
が
動
き
だ
す
か
の
よ
う
な
臨
場
感
が
あ
る
。こ
の
舞
台
で
ひ
と
き
わ
存
在
感
を
示
し

た
の
が
新
興
キ
ネ
マ
代
表
の
永
田
雅
一
で
、彼
が
そ
の
後
、大
映
で
副
社
長
、社
長
を
務

め
一
時
代
を
築
く
の
は
ご
存
じ
の
通
り
で
あ
る
。そ
し
て
、こ
の
時
に
つ
く
ら
れ
た
体
制
、

松
竹
、東
宝
、大
映（
現
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）が
、「
日
本
映
画
製
作
者
連
盟
」と
し
て
、今

日
も
日
本
の
映
画
産
業
界
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
の
起
点
は
こ
の
臨
戦

体
制
下
に
あ
っ
た
。（
東
映
は
戦
後
創
立
）。

少
し
補
っ
て
お
く
。大
映
に
統
合
さ
れ
た
日
活
は「
製
作
部
門
」（
撮
影
所
関
係
）だ
け

で
、「
営
業・劇
場
部
門
」は
日
活
の
名
称
で
そ
の
ま
ま
存
続
し
た
。敗
戦
後
は
セ
ン
ト
ラ
ル

（
セ
ン
ト
ラ
ル・モ
ー
シ
ョ
ン・ピ
ク
チ
ャ
ー・エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
）配
給
の
ア
メ
リ
カ
映
画

の
上
映
で
大
い
に
稼
ぎ
、そ
れ
を
元
手
に
、か
つ
て
の
自
社
撮
影
所（
大
映
東
京
撮
影
所
）

の
近
く
に（
調
布
市
）、撮
影
所
を
建
設
し
、製
作
再
開
を
果
た
す
の
は
一
九
五
四
年（
昭

二
九
）、十
二
年
後
で
あ
る
。こ
れ
が
戦
後
を
象
徴
す
る
大
ス
タ
ー
、「
石
原
裕
次
郎
」、戦

後
を
体
現
す
る「
吉
永
小
百
合
」の
日
活
と
な
る
。

規
模
感
を
つ
か
む
た
め
に
、統
合
後
の
従
業
員
数
を
押
さ
え
て
お
く
。松
竹
は

二
千
九
十
七
人
。東
宝
は
一
千
二
百
七
十
八
人
で
あ
る
。日
活
の
場
合
、統
合
前
は

一
千
三
百
三
十
一
人（
ス
タ
ジ
オ
九
百
四
十
五
人
、事
務
三
百
八
十
六
人
）、新
興
キ

ネ
マ
は
一
千
百
九
十
二
人（
ス
タ
ジ
オ
七
百
八
十
五
人
、事
務
四
百
七
人
）、大
都
は

三
百
四
十
二
人（
ス
タ
ジ
オ
二
百
四
十
九
人
、事
務
九
十
三
人
）で
あ
る
。（「
一
九
四
一

年
一
二
月
号
」に
よ
る
）。計
算
上（
日
活
の
事
務
系
を
除
い
た
）新
発
足
の
大
映
に
は

二
千
四
百
七
十
九
人
が
合
流
す
る
こ
と
に
な
る
が
、松
竹
、東
宝
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
、

月
二
本
の
製
作
体
制
で
は
こ
れ
だ
け
の
人
員
は
抱
え
ら
れ
な
い
。も
と
も
と
の
規
模
か
ら

い
っ
て
中
枢
は
、日
活
系
の
人
員
が
占
め
る
た
め
、新
興
、大
都
の
中
に
は
満
州
映
画
協

会
に
新
天
地
を
求
め
た
ス
ッ
タ
フ
も
い
た
。

　
さ
て
、こ
こ
で
は
わ
た
し
の
関
心
も
あ
っ
て
、「
大
映
」の
設
立
と
そ
の
背
景
に
集
中

し
た
の
だ
が
、こ
の
よ
う
に「
映
画
之
友
」に
は
臨
戦
体
制
、戦
時
体
制
下
の
映
画（
作
品・

俳
優・監
督
）、映
画
界（
政
策・製
作・人
事
等
）の
情
報
、状
況
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
さ



れ
て
お
り
、時
代
の
鏡
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

特
集
さ
れ
て
い
る「
藝
道
一
代
男
」（
溝
口
健
二
）、「
指
導
物
語
」（
熊
谷
久
虎
）、「
北
極

光
」（
田
中
重
雄
）、「
川
中
島
合
戦
」（
衣
笠
貞
之
助
）、「
元
禄
忠
臣
蔵
」（
溝
口
健
二
）、「
父

あ
り
き
」（
小
津
安
二
郎
）な
ど
の
丁
寧
な
取
材
や
紹
介
も
特
徴
的
で
、読
者
に
対
す
る
誠

実
な
配
慮
が
う
か
が
え
、わ
た
し
た
ち
後
世
の
読
者
も
、こ
れ
ら
の
作
品
を
支
え
て
い
た

時
代
の
感
情
、気
配
も
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

五　
観
客
た
ち

　
最
後
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
調
査
が
あ
る
。「
私
は
こ
う
考
え
る
」と
題
し
た
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト（
第
一
回
世
論
調
査
四
一
年
六
月
号
）を
見
る
と
、当
時
の
観
客
の
好
み
、傾
向
を

示
し
た
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
並
ん
で
い
る
。一
般
観
客
と
い
う
よ
り
は
、見
巧
者
の
読
者

層
の
も
の
で
は
あ
る
に
し
て
も
。

「
好
意
を
も
つ
製
作
会
社（
現
代
劇
）？
」の
問
い
で
は
、松
竹
が
圧
倒
的
に
一
位
で

二
百
八
十
四
票
。二
位
の
東
宝
で
五
十
六
票
、三
位
日
活
に
至
っ
て
は
わ
ず
か
十
三
票
に

な
っ
て
い
る
。こ
れ
に
は
有
力
監
督
の
田
坂
具
隆
や
内
田
吐
夢
、俳
優
の
小
杉
勇
が
同
時

に
退
社
し
た
直
後
と
い
う
事
情
も
あ
る
。日
活
は
内
紛
の
絶
え
な
い
会
社
だ
っ
た
。

「
好
意
を
も
つ
製
作
会
社（
時
代
劇
）？
」に
な
る
と
、日
活
百
六
十
四
票
、東
宝
八
十
四

票
、松
竹
六
十
一
票
の
順
に
な
り
、妥
当
な
結
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。伝
統
的
に
松
竹
は

現
代
劇
、日
活
は
時
代
劇
な
の
で
あ
る
。

「
好
意
の
持
て
る
俳
優（
男
優
）？
」で
は
、佐
分
利
信
、百
十
二
票
、佐
野
周
二
、六
十
九

票
、上
原
謙
、五
十
三
票
と
松
竹
の
男
優
が
上
位
を
占
め
た
。佐
分
利
に
は「
戸
田
家
の
兄

妹
」（
四
一　
小
津
安
二
郎
）の
印
象
が
残
っ
て
い
た
か
。

「
好
意
の
持
て
る
俳
優（
女
優
）？
」で
も
、高
峰
三
枝
子
、六
十
票
、水
戸
光
子
、五
十
六

票
、田
中
絹
代
、四
十
九
票
と
、こ
ち
ら
も
オ
ー
ル
松
竹
で
あ
る
。秀
作「
暖
流
」（
三
九　

吉
村
公
三
郎
）の
余
波
も
感
じ
ら
れ
る
。佐
分
利
信
は
こ
れ
に
も
出
演
し
て
い
た
。

「
う
ま
い
と
思
う
監
督
？
」で
は
、清
水
宏
、五
十
六
票
、溝
口
健
二
、四
十
九
票
、吉
村

公
三
郎
四
十
五
票
の
順
に
な
る
。「
子
供
の
四
季
」（
三
九「
み
か
へ
り
の
塔
」（
四
一
）の
清

水
宏
の
評
価
が
高
い
。溝
口
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
巨
匠
だ
っ
た
。小
津
安
二
郎
は
六
位

で
二
十
八
票
。

「
う
ま
い
と
思
う
俳
優（
男
優
）？
」に
な
る
と
、小
杉
勇
、八
十
三
票
、長
谷
川
一
夫
、

七
十
一
票
、佐
分
利
信
、六
十
七
票
の
順
で
あ
る
。

「
う
ま
い
と
思
う
俳
優（
女
優
）？
」は
、田
中
絹
代
、二
百
二
票
、山
田
五
十
鈴
、七
十
一

票
、水
戸
光
子
、十
五
票
。圧
倒
的
に
田
中
絹
代
、次
い
で
山
田
五
十
鈴
と
い
う
選
出
は
、

今
日
的
に
見
て
も
順
当
で
、や
は
り「
好
意
の
持
て
る
」と「
う
ま
い
」は
截
然
と
違
う
の

で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、本
誌
は
研
究
者（
こ
こ
で
触
れ
た
作
品
群
を
見
て
い
る
）に
と
っ
て

は
資
料
の
宝
庫
で
あ
る
。丁
寧
に
目
を
通
せ
ば
、陰
鬱
な
戦
時
下
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
に
は

収
ま
ら
な
い
、「
そ
の
と
き
の
今
」を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

佐
伯
知
紀　

東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
研
究
員
を
経
て
、文
化
庁
芸
術
文
化
調
査

官（
映
画
映
像
担
当
）を
歴
任
。日
本
映
画
史・映
画
映
像
政
策
論
を
専
門
と
す
る
。近
著

に「
川
喜
多
長
政　
映
画
を
産
業
に
育
て
た
日
本
人
」（
日
本
経
済
新
聞
出
版
）。


